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平成２３年 ２月１８日
東 北 地 方 整 備 局

東北圏広域地方計画 「第3回取組推進プロジェク
トチーム全体会議」を開催します

～２月２４日（木）仙台第4合同庁舎 2階共用会議室～

平成２１年８月に策定した「東北圏広域地方計画」の実現に向け、計画に記載
された１３の広域連携プロジェクトを推進するため、取組推進プロジェクトチー
ム（以下、「推進ＰＴ」という。）を順次設立し、計画の実現に向けた様々な取
組項目についての検討を行っているところです。

この度、各推進ＰＴの代表にあたる主査機関担当者による、第３回取組推進プ
ロジェクトチーム全体会議（以下、「全体会議」という。）を以下のとおり開催
しますのでお知らせいたします。

今回の全体会議は、各推進ＰＴにおける今年度の検討状況や来年度の検討予定
について情報提供と意見交換を行うために開催するものです。

◆ 開 催 概 要 ◆

○開 催 日 時：平成２３年２月２４日（木）１３：００～１４：３０

○開 催 場 所：仙台第4合同庁舎 2階 共用会議室
仙台市宮城野区鉄砲町1番地

○予 定 議 事：取組推進ＰＴにおけるH22年度の検討状況及びH23年度の予定について

今後立ち上げる取組推進ＰＴの状況 など

(参考資料） 広域地方計画の推進に向けた取組について＜取組推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ（推進 PT ）の設
置＞

<発表記者会>：宮城県政記者会、新潟県政記者クラブ、新県政記者クラブ、
東北電力記者会、東北専門記者会

※当日は報道関係者席を用意しております。

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局
（東北圏広域地方計画推進室） 022-225-2171（代表）

企画部 企画課 建設専門官 今野 裕美 (内3156)
こんの ひろみ

〃 〃 地方計画第二係長

鳴海 芳紀 (内3236)
なるみ よしのり



広域連携プロジェクト（計画）広域連携プロジェクト（計画） 既に設置済の取組推進プロジェクトチーム既に設置済の取組推進プロジェクトチーム

１．１．東北圏のポテンシャルを活か東北圏のポテンシャルを活か
したした低炭素･循環型社会低炭素･循環型社会づくりづくり

３３．日本海溝・千島海溝周辺海溝．日本海溝・千島海溝周辺海溝
型地震等大規模地震災害型地震等大規模地震災害対策対策

４．地球温暖化に伴い高まる４．地球温暖化に伴い高まる
自然災害リスクへの適応策自然災害リスクへの適応策

５．豪雪地域の暮らし向上５．豪雪地域の暮らし向上

６．都市と農山漁村の連携・共生に６．都市と農山漁村の連携・共生に
よる持続可能な地域構造形成よる持続可能な地域構造形成

７．地域医療支援７．地域医療支援

８．次世代自動車関連産業集積拠８．次世代自動車関連産業集積拠
点形成点形成

９．農業・水産業の収益力向上９．農業・水産業の収益力向上

１１１１．．グローバル・ゲートウェイグローバル・ゲートウェイ
機能強化機能強化

１２．環日本海広域交流圏の形成１２．環日本海広域交流圏の形成

１０１０．「日本のふるさと・原風景」．「日本のふるさと・原風景」をを
体験できる滞在型体験できる滞在型観光圏の創出観光圏の創出

１３．１３．地域づくりコンソーシアム地域づくりコンソーシアム
創出による地域支援創出による地域支援

２．歴史・伝統文化、自然環境２．歴史・伝統文化、自然環境のの
保全・継承保全・継承

○防災基盤の効果的な整備と
広域連携の強化ＰＴ

○地域医療支援ＰＴ

○高速バスネットワークを活用した
移動手段の充実ＰＴ

○ 「新たな公」コンソーシアム・
シンクタンクの創設ＰＴ

○低炭素社会構築ＰＴ

○国 際 物 流ＰＴ

主査機関：東北森林管理局

主査機関：東北地方整備局

主査機関：東北厚生局

主査機関：東北運輸局

主査機関：東北地方整備局

主査機関：東北地方整備局
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○ 東北発コンパクトシティＰＴ

主査機関：東北地方整備局

広域地方計画の推進に向けた取組について
＜取組推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ（推進PT）の設置＞

○今後、立ち上げを予定している推進PT
については、第３回全体会議において、そ
の準備状況の報告を予定しています。

○地域循環圏東北協議会
※循環型社会づくり推進に資する既存組織

主査機関：東北地方環境事務所

○新エネルギー等の導入促進ＰＴ

主査機関：東北経済産業局


